
修士論文に向けて 

南山大学大学院 数理情報研究科 数理情報専攻 

M2012MM002 

朝倉知也 

1 



• 修士論文題目と内容 

• OSLCのドメインと管理対象 

• 考慮すべき点 

• 今後の予定 

• Apache Jenaを用いたモデル操作 

シナリオ 
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 論文題目： 

 OSLC[1]に基づくソフトウェア変更要求管理方法の提案 

 

 背景と問題点 

  ソフトウェアの大規模化によるグローバルな分散開発 

   ⇒ソフトウェアの変更要求管理に着目 

1. 要求や仕様，コードに対する変更要求の統一的な表現が未定義 

2. Webを介して変更要求を管理する手法が未確立 

 

 アプローチ 
1. OSLCに基づきソフトウェア変更要求モデルを定義 

2. TRSを用い，Webを介した変更要求の管理 

 

修士論文題目と内容 

3 [1]OSLC(Open Services for Lifecycle Collaboration),http://open-services.net/html/Home.html 



OSLCのドメインと管理対象 

4 

RM(要求仕様書管理) 

CM(変更要求管理) QM（テスト管理） 

SCM（構成管理） AM（アーキテクチャ管理） 

OSLC 

各ドメインで管理する 

リソース間の関係を定義可能 

TOOL 

RESTful(GET,PUT,等) 

 5つのドメイン 



考慮すべき点 

RM(要求仕様書管理) 

CM(変更要求管理) 

QM（テスト管理） 

OSLC 

TRS(Tracked Resource Set) 

他ドメインと関連付け 

 ⇒RM等のモデルも必要？ 

  ⇒先行研究[2]を参照 

CMのモデルを定義 

 ⇒何に基づいて定義するか？ CMリポジトリとTRSの関連 

 案１：TRSで変更要求を管理 

 案２：CMで管理するリソースに 

    TRSリソースからリンク 
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[2] 壁谷 考洋，中道 上，青山 幹雄，OSLCに基づく要求管理方法の提案と評価， 

  情報処理学会第75回全国大会 講演論文集，Vol. 1, No. 2M-6, Mar. 5-7, 2013, 東北大学，pp. 411-412. 



 予定スケジュール 

 

 

 

 

 

 現在行っていること 

 各OSLCドメイン，TRSの調査 

 各ドメインのプロパティ定義 

 サンプルリポジトリのソース確認 

 RDFモデル操作方法 

 Apache Jena[3]を用いてRDFモデルを作成・解析 

今後の予定 
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2013年 

6月～12月 関連研究調査 

6月～7月 
OSLCの変更管理方法
及びTRSの調査 

8月～9月 
変更要求モデルの定義，
プロトタイプ作成 

9～10月 中間発表の準備 

10月～11月 プロトタイプ作成 

11月～12月 プロトタイプ評価 

[3]Apache Jena, http://jena.apache.org/ 



1. Jenaを用いたRDFモデルの作成 

Apache Jenaを用いたモデル操作(1/2) 

Jenaを用いたjavaプログラム 

作成されたRDFモデル(testmodel_10.rdf) 

• Jena 
 Javaのフレームワーク 

 RDFモデルの作成，検索 

 Vocabulary:RDF,FOAF,OWL,等 
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2 

3 

1.基本リソースの作成，プロパティ設定 

2.リソースの作成と設定，基本リソースへの追加 

3.モデルの出力 
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Apache Jenaを用いたモデル操作(2/2) 
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2. Jenaを用いたSparqlクエリ実行によるモデル解析 

作成されたRDFモデル(testmodel_10.rdf) 

実行結果 

Jenaを用いたSparqlクエリ実行プログラム 

foaf:birthdayを述語に持つ主語と目的語を検索 
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